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大平肺吸虫 Paragonimusohirai Miyazaki, 1939の第 1

中間宿主ムシヤドリカワザンショウ Assiminea

ρarasitologica Kuroda, 1958 （横川・小山等に

よるウスイロオカチグサつに関する研究械

士
口 田 幸雄 宮本 正実

京都府立医科大学医動物学教室（主任小林晴治郎講師）

（昭和 33年 10月24日受領）

特別掲載

緒言

1939年宮崎一郎氏によって発見報告された大平肺吸虫

Paragonz"mus ohi「raiMiyazaki, 1939 （以下 POと略〉は

その後同氏及びその門下をはじめ多くの研究者の手によ

って分布並びに発育史の研究が行われてきた。その発育

史の内第1中間宿主の決定に関しては，とのPOに近似

種である小型大平肺吸虫 Paragonirnusiloktsuenensis 

Chen, 1940 （以下 PIと略〉について発見者てある陳心

陶氏が自然感染および実験感染により Assiminealutea 

が第1中間宿主である事を確認し報告している点等から

宮崎氏等は POの第1中間宿主は PO流行地の河川

に多数棲息するカワずンショウガイ Assimineajjαρonica 

（以下 A］と略〉がその役割を果すものであろうと考え，

実験的に POのミラシジウムをとのカイに感染せしめ，

セルカリアに迄発育する事を確認した〈扇田 ：1954，池

田：1957）。併し乍らPO牙布地に棲息しているとのカイ

からは多数を検査したにも拘らず自然感染例がみつかっ

ていない。所が1958年横川宗雄氏等は伊豆半島下田町附

近の PO流行地においてウスイロオカチグサ Paludi-

nella devilis (Gould, 1861) Habe, 1942 （以下 PDと

略〉より POのレヂアおよびセルカリアの自然感染例

YUKIO YOSHIDA & MASAMI MIYAMOTO : Stu-

dies on a first intermediate host, Asszmz"nea para-

宮itologi化αKuroda,1958 ぐ‘ Paludzi叩~ua devilzs ", of 

Yokogawa and Koyama et al. non Gould), of Pa-

ragonzmus ohiraz・ Miyazaki, 1939. (Department 

of Medical Zoology, Kyoto Prefectural University 

of Medicine) 

を見出し，叉実験的にもとのカイに POのミラシジケ

ムを感染せしめセルカリアに迄発育する事を認め，ウス

イロオカチグサが POの第1中間宿主である事を報告

した。

一方我々は兵庫県北部円山川流域において1953年以来

肺吸虫の調査研究を実施してきたが，当地方にはウェス

テルマン肺吸虫 Paragonz初uswestern包anii(Kerbert, 

1878) Brown, 1899 （以下 PWと略〉の他に POも

牙布する事を認め報告した（吉田ら ：1955）其の後冨ネナ

ら (1957）も当地方の多数のカニを調査し POの濃

厚流行地てある事を追認した。我々は1957年以来当地に

おいて POの生活史に関する観察を開始し，先ず第1

中間宿主となるべきカイの調査を実施中，横川氏より恵

与された氏の所謂 PDに酷似せるカイを昭和32年12月

に採集し，京都大学理学部動物学教室黒田徳米博士に鑑

定を求めた可！？いづれも同巳カイて且新種てあるとされ，

ムシヤドリカワザンショウ Asszmzneapm;asitologica（以‘

下 APと略〉と称するのが正しいとの意見を出された

ので昭和32年12月以降再三との旨著者並びに黒田氏から

横川 ・小山両氏に連絡したが意見の一致を得る事が出来

なかったので昭和33年8月このカイの新種の記載を行し、

模式産地を兵庫県円山川とした（黒田 ：19'58)0 我々は

横川氏等の所謂 PDと我々の APは同一種て Paludi-

nella属てなく Asszminea属に属するものであると信む

ているがその決定は将来の検討にまちたい。

クロベンケイ Sesarmadehaaniの体中に POのメタ

セノレカリアが濃厚に寄生する兵庫県円山川流域の一地区

にはとの APが無数に棲息し（第1図，第 2図参照〉，

同時に多数の A］およびイシマキ Clithon rtroρi'ctus 

＊参考文献 11参照、料肺吸虫の研究6，本研究は昭和 33年度文部省科学研究，綜合研究費に より行った。
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Explanation of Plates 

Plate I 

Fig. 1. Bank of the Maruyama River, endemic 

area of Poragonz初usohirai, where Assiminea 

parasitologたαwerecollected. 

Fig. 2. Photograph of A. parasitologt(；，αinhabi・

ting crowded on muddy ground. 

Fig. 3. Rediae and cercariae of P. ohirai in A. 

1うarasitologica. (A case of experimental infec-

ti on) 

Fig.4, 5. Cercaria of P. ohirai. (A case of expe・

rimental infection) 

Fig. 6. Redia and cercaria of P. ohirai. (A case 

of natural infection) 

Fig. 7. The first intermediate host of P. ohirai. 

Fig. 8. Diagrams of radulae of A. parasitologica 

and A. j，αρonica. 

Plate II 

Fig. 9. Diargram of mature cercaria of P. 

ohirai 

Fig. 10. Disposition of snail collectors. 

Abbreviation : 

A. Jう. Assimineaρarasitologica 
A. j. Assirninea jaρonica 
A Acetabulum 

DPG Ducts of penetration gland 

EV Excretory vesicle 

FC Flame cell 

I Intestine 

L Liver of a snail 

OS Oral sucker 

P Pharynx 

PG Penetration gland 

ST Sty let 
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（以下 CRと略〉が分布してをり，我々はとの 3種の

カイについて POの第1中間宿主になりうるや否ゃに

関し，同吸虫セルカリアの自然感染例を探すと共に実験

的感染を行った結果 APが自然的にも叉実験的にも

PO幼虫を蔵せしめる事を確認した。

成績並びに考察

(I) 大平肺吸虫ミラシジウムの A.ραras#ologica

への感染実験 （A.jaρonica, C, retroρictusとの比較〉

実験材料及び方法

a. カイの飼育装置並びに飼育予備実験

AP, A］については扇田 (1954），横川ら (1958）の

報告した飼育装置とほ三同じものを用いた，即ち直径

20cm，深さ 7cmの竹製ずルに底から 2～ 3cmの高さ

にカイ棲息地の泥を入れ，或は草等を生やし，とのザ

ルを大型シャーレに入れ，シャーレには 0.2%食塩水を

満しずノレ内泥表面と7.k表面がほ三一致する様にしとの中

ヘ50個のカイを放っとととした。食塩水の交換はほ三 1

週間に 1回程度てずノレ内が乾燥しない様にし，西側の窓

辺に置き直射日光がよく当る様にした。エサとしては我

々はサツマイモを薄く輪切りにして与えた。投与後しば

らくするとカイが之に群がるのが観察された。

との様な方法て先ずカイの飼育予備実験を行った所 4

月から 6月の気候において約 2ヶ月を経るもほ三半数が

生存する＇jJ：を認めた。叉 CRは 500cc広口瓶に泥を 5

～ 6cmの厚さに入れその上に 0.2%食塩水を入れた装

置を用い2ヶ月間充分飼育出来る事を確かめた。

b. POミラシジワムのカイへの感染方法

クロベンケイから採取した POメタセルカリアを白

爪に経円投与して後65日目に之を屠殺し，肺の虫嚢内か

ら多数の卵を作，之を蒸溜水中に入れ28～29。Cて培養を

行い， 29日日〈卵内ミラシジウム形成後10日目）にミラシ

ジウムの肺化を行った。解化は冷却法（ 5 °0, 15牙〉を

用い，牌化してきたミラシジウムを水を張った小型シャ

ーレ内に30匹宛放ち，次て、カイを各10個体づっとのシャ

ーレに入れ 3時間放置したく即ちカイ 1但！当りミラシジ

ウムの数は 3匹の割てある〉乙の間シャーレの壁をはい

上る貝はその都度水中に落し，叉ミラシジワムのカイへ

の侵入状況を双眼実態顕微鏡下て観察した。 3時間の露

出の後カイをシャーレ中より取出し， aに述べた飼育装

置にうつした。

感~~成主~1

先ずこれらのカイを PO ミラシジウムに露出せしめ

125・ 

双眼実態顕微鏡下において観察するとミラシジウムは盛‘

に APおよび A］ の体にまつわりっき侵入している

様子がみられた。叉 APについて 8時間の露出後4個

のシャーレについて残存ミラシジウム数をしらべてみた

所，各れしし 1匹〈平均2.25匹〉て大多数のミラ

シジワムがカイ体内に侵入するものと考えられた。

POミラシジウムのカイへの感染実験は 2回行った

く第1表参照〉。第1回の実験は1958年6月10日に A]50

個， AP50個， CR20個に対しミラシジウムを接触せ

しめ， その後 A］は9月10日（接触後83日目〉に生き

残った19個を検査した所その内 l個から PO のレヂア

およびセルカリアを検出した。他の18個には他種セルカ

リアの寄生も見られなかった。 APは 9月11日から 9

月30日（接触後84～103 日〉に亘る聞に検査した。飼育

に耐え生き残ったカイは23個て，その内 6個から PO

のレヂアおよびセルカリアを検出した。 CRは 9月29日

（接触後 102日目〉に生き残った10個を検査した所全例

共感染していなかった。

第 2回目の実験は A］と APについて行い， 1958年

8月16日に PO ミラシジウムをとれらのカイに接触せ

しめた。その方法並びにカイ 1個当りのミラシジワム数

等は全く第1実験と同様である。 使用カイ数は A]50 

個， AP100個である。接触後57日自に当る10月14日に

生き残ったカイを破壊検査した所， A］ は今回は 31個

中全く PO幼虫の感染をみず， APは実に 46個中36

個（78.3%）に PO幼虫む感染をみ，第 3表に示す如・

く1個体中のレヂアおよびセルカリア数もおびた立しい

数を示した。

以上2回の実験成績を綜合すると CRは少数の実験

であるので確実な事は云えないが，POの第1中間宿主

としての役割は先ずないものと推定される。 AJは計50・

個中 1個（ 2 %）の感染率であるのに対し AP は69個

中42個（60.99；）と著明に高率で明らかに APの方が

PO幼虫に感染し易い事が考えられる。 周回 (1954)

は A]について感染後60日間む飼育て、カイの1)0%以上

が死滅し残った l個に成熟したセルカリアを見出したと

報告し，池田 (1957)は同じく A］ について感染率に

は言及していないが感染後66日～105 日の問にセルカリ

アの認められる事を報告している。横川ら (1958）はや

はり A］ について 50個に POのミラシジワムを感染

せしめ約 3ヶ月後，33個体を検査した所セルカリアを寄

生せしめているカイは皆無であったが，一方ウスイロオ

カチグサには30個体中10個（33.3%）にセルカリアを言忍
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めだと報告した。我々は今問の実験により扇凹，池田の

記述した如く PO ミラシジウムは A] (r，こも確実に感

染しセルカリアに迄発育する事を追認したが，APには

はるかに高率に感染する事実を認めた。との事から PO

の第l中間宿主としての重要性も推定出来るものと考え

る。

〈在：孜々の実験に用いた A],AP, CR等のカイは

いづ、れも PO流行地に産したもので POセルカリアの

「1Y..＆感染も考慮に入れねばならぬが，後述する如く当地

の APにおける自然感染率は0.0489%,A］は 0%の低

率てあるので上述の成績は実験感染によるものと判断し

てさしっかえないものと考える〉

c JI）兵庫県円山川流域における A.jaρonica, A. 

paras£tologi'ca等の大平肺吸虫セルカリア自然感染例の

検索

〔寄生虫学雑誌・第 8巻・第 1号

いる。著者等の検査カイ数は未だとれらに比し少数て更

に多数の検査を要するが APが自然界においても PO

の第1中間宿主となっていf;>事を確認し得たものと考

える。

第 3表は自然感染を認めた APの内 2個および実験

感染を認めた A]1個， AP42個中におけるレヂアお

よび遊離セルカリアの概数を示したもので，実験感染群

中，カイ No.1～7は第1回実験，カイ No. 8～43は

第 2回実験のものである。先ず APについてみると自

然感染群に比し実験感染群（感染後57～103日〉 中のレ

ヂア，セルカリア数は非常に多数を示すものが多く ， 1 

個体中のレヂア数の最高は約 200個，遊離セルカリア数

の最高は約 800個に達するものを認めた。

次に実験感染群中において A］とAPとにおけるレヂ

ア，遊離セルカリア数を比較すると， A］が1個体しか

感染していないので充牙な検討は出来ないが AP に比

しかなり少数であり ，I児述の感染率と相挨って APの

方が感染発育程度が旺盛な事が推定される。

(llI）自然感染並びに実験感染により A. jaρonica. 

A.ραras£tologicaから得た大平肺吸虫セノレカリアの形態

自然感染カイから見出したレヂアおよびセルカリアは

その写真を第6図に示し，実験感染カイから見出したレ

ヂアおよびセルカリアは第れし 5図に写真を示し

た。セルカリアの形態は数十個を鏡検し，（無染色原木お

よび Brillantcresylblue生体染色阪本併用〉その線図を

第 9図に示した如く特徴的な点は体後半部に特に顕著に

体毛が密生し，叉横川氏等の折摘した如く焔細胞は各側

10伺，計・20個を認めたのでその位置を示したO 山口（1943)

1958年1月から同年12月に至る間に円山川流域の各地

むこ産する AP, A］ を破接検鋭し POセノレカリアの自

然感染例を探索した所， 9月2日に円山川東岸，城崎

大橋附近て採集した AP 1個より，叉10月3日に同地

区て探集した AP1個および 11月4日採集の 1個より

POセルカリアおよびレヂアを発見する事が出来た。 ζ

のセノレカリアは同時期に i妊述の実験感染により AP, 

A］からとり出した POセルカリアと厳密に形態を比

較した所全く同一であった。カイ中における PO幼虫

の寄生率は第2表に示す如く ，APについては現在迄の

所6134個中 3個（0.0489°0）に陽性て，A］は 3,457個し

か検査していないが現在迄の所陰性であった。扇町氏は

九州の PO流行地において A］約 20,000個を検し総

て陰性てあり ，横川氏等は伊TI.において AJは 14,167

個総て陰性であったがワスイロオカチグサ6,082個中 4

個に POセルカリアを見出している。陳(1940）は PIに

闘し A.lutea 59, 725個巾 58個に幼虫の寄生を認めて

d は PWセルカリ アて焔納胞は各側30個，言1・60個を認め

陳 (1940）は PIセルカリァて大約 15対ーであると報告

している。

次にセルカリアの各部計測値を第4表に示した。材料

Table 1. Results of experimental infection with P. ohirai larvae to snails 

infection of miracidia examination of redia and cercaria in snails 

snails ~;e~~~＝c numbers date numbers ia唱 ia 
of snails osed per a s~~l 

after numbers of numbers 
date :?e~tion snails exa- of snails （が）

mined infected 

A. paras£- 19, June 50 3 11-30,Sep. 84-103 23 6 (26.1) 
tologica 16, Aug. 100 3 14,0ct. 57 46 36 (78.3) 

19, June 50 3 
A. j，α争Gれ：i(；，α

16, Aug. 50 3 

10,Sep. 83 19 1 (5.3) 

14,0ct. 57 31 0 (0) 

C. retrojうzctus 19, June 20 3 29,Sep. 102 10 0 (0) 
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Table 2. Investigation on the natural infection with P. ohirai larvae in 

snails collected form the Maruyama River, Hyogo Prefecture 

snails 

A. pa：γαsitologica 

A. ja：抑制！Ca

period of examination 

Jan. 1958-Dec. 1958 

Jan. 1958-Dec. 1958 

numbers ?f snails 
examined 

6134 

3457 

numbes of snails 
infected ( %) 

3 (0.0489) 

0 (0) 

Table 3. Approximate numbers of rediae and cercariae of P. ohirai in snanils. 

snails rediae cercariae snails rediae cercariae 

ロ 20, A.p. 100 350 
22 38 21, p.ρ． 70 120 

官当員ヨ 2, A.P. 3 36 22, A.P. 70 250 
＋何回.. 23, A.P. 17 65 

24, A.P. 150 500 
1, A.j.料 8 15 25, A.P. 50 100 

2, A.p. 75 40 26, A.p. 60 50 

3, A.P. 25 75 27, A.P. 17 170 

4, A.P. 107 104 

E 古§ 

28, A.P. 55 150 
5, A.p. 24 39 29, A.P. 50 250 

6, A.p. 42 43 30, A.P. 70 200 

e:: ア， A.P. 23 184 

.i 
31, A.ム 50 60 。

＋~ υ 」 8, A.P. 43 159 32, A.P. 25 120 。

斗－ロ: 9, A.P. 81 400 33, A.P. 80 250 

’・c・q< 10, A.P. 90 300 I-< 心。
34, A.P. 40 130 

＋」
ヤ~fu コ 11, A.P. 150 800 35, A.P. 45 120 

: 12, A.p, 52 11 36, A.P. 30 30 

~ 13, A.P. 55 740 37, A.P. 20 35 
ω 

14, A.P. 150 600 38, A.P. 100 350 

15, A.P. 130 250 39, A.P. 20 2 

16, A.P. 77 185 40, A.P. 40 150 

17, A.P. 96 329 41, A.P. 15 3 
18, A.p. 200 500 42, A.p, 15 2 

19, A.P. 100 180 
43, A . .tう． 27 100 

キ A.p. Assim：加必α会αγαsitologic，α 制 A.j. Asszmzi慨 αjα督。叩・ca
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は自然感染および実験感染の両方から得たもの23個につ 白帯があり，A]に通常みられる縞校様はない。螺｝曹は

いてである。との値は扇田，池田，横川三氏等の報告し 大体5附乃至 51/2 I階て殻尖端は侵蝕されたものもかな

た大平肺吸虫セルカリアの値とほ三一致する。 りあるが A］程多くない。叉よく成長したものは一般に

叉第6図に示した如く第2代レヂアの腸の比較的短い A]の方が大型である。歯舌は第8図に示す如 ＼ AP,

点も POの特徴を示している。 A］共差異が認められなかった。尚とれらカワザンショ

( f¥T) A. paras必ologi'caの形態並びに分布生態等に関 ウガイ科 （FamiliaAsszminidae）の分類に用いられる

する二，三の成績 瞬孔は AP,A］共閉鎖していた。

APの形態については既に黒田 (1958）により くわし 次に APの介布棲息状況を述べると先ず円山川流域

く記載されているが，二，三の特徴的な点を挙げる と， について精細に陥査した所河口から 1～2kmの地点よ

APの貝殻は全体にク リイロ乃至褐色て縫合の下縁に り上流ヘ11～12kmの地点迄分布棲息している （塩分濃：
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！度は河口より 7km上流てほ三0となっている〉併し乍

ら最も密に棲息するのは河口より 3km乃至 4kmの聞

の東岸て葦が一面に生えた混地帯である （第1図参照〉。

との湿地帯は幅約30mて一方はJI[，一方は堤から水田と

なっている。 1958年10月との地域の AP分布密度を調

査した。第10図Aに示す如く川側と堤側て10舟間採集を

した 6名の採集カイ数はJI[側1人平均 200個， 堤側（）（）.7 

個て川飢Jjにやや多い。次に同図Bに示す如く6名が川岸

から堤迄約 5m間隔に縦に並び 30cm平方内のカイを全

部集めた所，川側より 107' 43, 122, 111, 92, 48個

となり 30cm平方内のカイ平均数は 87.2個の多きを示

した。 A］はとの湿地帯にはむしろ少し 川岸より一歩

水中に入れば殆ど A］のみが多数棲息している。大体

において A］は水中若しくは水のすぐ近くに多く見出

される， APは時に水中から見出される事もあるが幾

分之より乾いた所，；第2図に示す如く主として湿地帯の

泥の上，木片の裏側，葦の茎等；ζ附着している。併し満

潮時には水没する泥面に両者が全く入り混って棲息して

いる場所も観察された。因みにとの湿地帯にはとれら

カイと共に多数のクロベンケイが棲息し，その PO メ

タセルカリア寄生率は 6, 7, 8, 9, 10月の 5ヶ月間

を綜合すると98.8%を示した。 ζの様にカニには高率に

メタセノレカリアが寄生してをりながら第1中間宿主と考

えられるカイに極めて低率である事は他の肺吸虫におい

ても同じζ と乍ら尚追究せられるべき問題と考える。

次に著者らが現在カニの調査により大平肺吸虫の分布

を確認した地区は上記円山川の他に，三重県長良川河円

と愛知県日光川河口とであるが（吉田ら ：1958）この両

地点共， A］と共に多数の APが混棲していた。叉九

州において宮崎（1944,1051）は熊本県緑川，球磨川，

〔寄生虫学雑誌・第 8巻・第 1号

鹿児島県川内川， 宮崎県大淀川，一つ瀬川，小丸川，五

ヶ瀬川に POの分布する事を認めているが，著者の 1

人吉田は昭和 33年11月上記の河川を調査し， そのすべ

てに APの分布する事を認め， 精細は別報する予定で

あるが現在の所 POの流行地 にはすべて APの牙布

を認めている。叉 PIの流行地てある大阪新淀川におい

ても A］と共に APがかなり濃厚に分布するのを認め

た。

結語

1958年黒旧徳米｜専土により新種として命名記載された

ムシヤド リカワずンショ ウ Assimineaparasitologi切 に

ついて従来のカワずンショウガイ Assimineajαρonzca 

と比較しつつ大平肺吸虫第 1中間宿主としての可能性を

比較検討した。

先ず大平肺吸虫ミラシジウムを実験的に上記 2種のカ

イおよびイシマキ Cli・thanretroρictusに同じ方法て接触

せしめた所カワザンショウガイには50個中 1個にレヂア

およびセルカリアを認めた c2 %）がムシヤド リカワず

ンショウには69個中42個に感染を認めた（60.8%）。イ シ

マキは20個中総て感染を認めなかった。

次に兵庫県円山川流域の大平肺吸虫流行地において上

記カイについて大平肺吸虫幼虫の自然感染の探索を行っ

た所ムシヤドリカワザンショウ6,13』個中 3個に感染を

認め， カワずンショウガイ 3457個中には感!f~を認めなか

った。

以上の結果からムシヤドリカワずンショウが実験的に

も叉自然界においても確実に大平肺吸虫の第1中間宿主

になる事を認め叉その感染の可能性はカワずンショウガ

イよりはるかに大である予を認めた。

Table 4. The size of P. ohz"rai cercariae naturally and experimentally infected in snails 

lo（~）st shortest average 
（μ） （μ） 

body｛~fa 民白t~ 360 160 230.6 
135 74 102.6 

tail{1efd区色t~ 31 19 25.5 
27 14 20.5 

oral sucker｛~fJt~ 66 40 55.3 
63 38 53.6 

acetabulum ｛~fJt~ 49 30 40.7 
50 36 43.7 

sty let {length 32 21 27.4 

excretory vesicule {length 80 73 75.5 
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Summary 

Asszmznea parasztotogzca was described as a new 

species of Genus Assimznea by Dr. T. Kuroda in 

1958 (Type locality: Maruyama River, Hyogo 

Prefecture). 

The authors studied on A. parasitologica, its 

sensitivity as a first intermediate host of Parago-

nzmus ohirai Miyazaki. 1939, comparatively with 

Asszmznea j，αρonzca which was infected experiment-

ally successfully with P. ohirai larvae by Ogita 

(1954) and Ikeda (1957). The results are as follows : 

Three species of snails, A. parasitologzca, A. 

jaρonzヒαandClithon retroρ1Ctus were infected with 

miracidia of P. ohz"rai and were examined on about 

2-3 months after infection during summer season 

in 1958. On A. parasitologzca, in 42 of 69 ind-

ividuals cercariae and rediae were found (60.8%), 

but on A. jaρonzca, in 1 of 50 individuals (2.0%) 

and on Clz"thon retro1うictus, in 0 of 10 individuals 

(0%) were found (See Table 1). 

Investigations on the natural infection with P. 

ohiraz・larvaein these snails, collected from the 

Maruyama River where is the endemic area of P. 

ohirai, were carried out during about a year in 

1958. We examined 6, 134 individuals of A. par-

rediae and cercariae of P. ohirai in 3 individuals 

of the former (0.0489%) but negative in the latter 

(See Table 2). 

The morphology of cercariae obtained from these 

snails were studied strictly, as the hairs abundant 

in later half of body surface and 10 flame cells 

in ~ach side were characteristic of this cercariae. 

Photographs and diagram of cercariae and rediae 

were shown in Fig. 3, 4, 5, 6, and 9 and the size 

of cercariae shown in Table 4. 

Lastly we described the several remarks on the 

morphology, ecology and distribution of A.ρα． 
rasitologica (See Fig. 1, 2, 7, 8 and 10). 




